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要 旨 

 
１． 対外報告の名称：「古生物学の現状と将来：基礎理学の重要性に鑑みて」 
 
２． 報告書の内容： 
（１）報告書作成の背景，現状および問題点： 基礎理学とは自然現象を対象とし，そ

の成り立ちや自然を動かしている原理・仕組みを明らかにしようとする学問分野である。

基礎理学研究の原動力は「なぜだろう？ どうなっているのだろう？」という人間の知

的好奇心に基づいており，「自然を動かしている原理」を解明すること，あるいは「地球

-生命観」を確立することが目的である。したがって，世の中の役に立つ結果を求めるこ
とが第一の目的ではない。もちろん，基礎理学分野の成果があってこそ現代科学技術の

発展があるのだが，それは副産物に過ぎない。本報告書で対象とする古生物学は基礎理

学を担う学問分野の一つである。 
 ２１世紀早々に，学界の再編が始まろうとしている。国立大学，国立研究機関の独立

行政法人化が始まり，また科学者コミュニティーを代表する日本学術会議の見直しがお

こなわれている。これらの再編に用いられる評価の視点と論理は，学術が人類社会にど

れくらい貢献し，どれくらい人類社会を物質的に豊かにしてくれるのかという学術の経

済的効率に関することが一義的に重要視され，学術が自然観の確立にどれくらい貢献し

ているのか，また自然の一員としての人はどのように振る舞うべきなのかという科学哲

学の視点に立ってはいない。この価値観はマーガレット・サッチャー首相時代に英国の

科学界再編に当たって導入され，今では世界の工業先進国で評価のものさしとして使わ

れている。明治の日本にあっては，富国強兵が尊ばれ，工学・医学・農学といった実学

が振興されていたのは事実である。しかし，その時代にあっても，基礎理学は営々と実

績を積み上げてきている。しかし，昨今の状況は実学偏重が徹底されすぎている。この

ような流れの中にあって，古生物学をはじめとする基礎理学分野は，今一度原点に立ち

戻り，自分たちの学問がどのようなものであるのかを問い，また学術と社会との関係お

よび距離を考え直す時に来ている。その過程を経て，現在，私達が問われている「基礎

理学は，自分たちの学問の成果を政策に反映させることや，社会に影響を与える事がで

きるのだろうか？」という問いに答えることが出来る。 
 日本学術会議第 4部古生物学研究連絡委員会は，本報告書において，日本の平和繁栄，
福祉，および自然を尊ぶ精神風土の発展を願う観点から，上記のような基礎理学軽視の

風潮を憂慮し，以下のような意見を表明する。 
 
（2）報告書の主張と提言： 
 本報告書では基礎理学の一つである古生物学の学問上の性格をまとめ，社会で果たし

うる役割について議論する。 
（１） 現在の生物学が分子をキーワードに大きな発展を遂げる一方，現在地球規模の

多様性に関する調査と多様性減少の危機が叫ばれ，「レッドデータブック」の

ような絶滅危惧種の調査が大々的に行われるようになってきている。しかし地

球上の多様な生物そのものがどのような過程を経て現在の姿に至ったのか，つ



まり進化過程を明らかにしつつその変遷を理解しなければ現在の多様性は決

して十分に理解されたとは言えないであろう。生物は現生種と化石種を区別し

て議論する理由はなく，この区別は人為的なものにすぎない。この立場から，

我々は生物学が現生種に偏って議論していることを批判し，過去の生物も含め

た理解が重要であることを主張したい。 
（２） 古生物学は，生物がどのようにして地球上に現れ，地球環境の変遷に伴って適

応，また絶滅を繰り返しながら複雑にかつ多様になってきたのかという生物が

辿ってきた道のりを，おもに地層に残された生物遺骸あるいは活動記録から明

らかにしようとする分野である。生物遺骸や活動の記録は形態や物質として残

されていることが多いので，古生物学は物質科学と生命科学，双方にまたがっ

た領域である。また，現在の生物には，形態，遺伝子として過去の記録が残さ

れているので，その「太古の記憶」を読み解くのも古生物学の領域である。そ

ういう意味では，古生物学はゲノム科学の一部でもある。 さらに，古生物学

は 46 億年におよぶ地球史の初期に出現し，存在しつづけている生物の記録を
記載し，時間の順序に並べながら生物進化を読み解き編纂する。この範囲では

歴史科学の一翼も担っている。古生物学は，まさに，自然科学全領域のみなら

ず人文・社会科学をも視野に入れた総合科学であるといえる。 
（３） 知識創成の源として基礎理学は学術の根幹をなす。古生物学はそのなかでも，

「地球はどうして生物に満ちあふれた星になったのだろうか？」という問いに

答えることができる重要な分野である。この問いに答えるためには，数学・物

理学・化学・生物学などの隣接分野の成果を取り込んでいかなければならない。

古生物学は基礎理学であるとともに，極めて貪欲に周りの知識を取り込んでい

く開放的かつ発展的な学問分野である。 
（４） 知識継承の役割を果たすことが重要である。そのためには，地球史，生命史を

研究するための素材の蓄積と研究を推進する人材の育成が必要である。ナチュ

ラル・アーカイブとしての自然史博物館の振興が必要であり，また，自然史科

学教育を通じて人材育成を行わなければならない。このような堅実な作業を通

じて，地球と生命の歴史を理解し未来を予想することができる学問分野を維持

し，発展させることができる。 
（５） 激変する地球環境の中で，生物はどのように工夫をして生き抜いてきたのだろ

うか？ 地球環境に対する生物適応の歴史を繙くことを通じて，生物が地球と

どう関わるべきかを明らかにすることができる。地球と生物の歴史の語り部と

なることを通じて人類は地球環境とどう関わるべきか，そして将来どのように

生きるべきかを伝播することができる。この点が，古生物学が人類社会に資す

るメリットである。 
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図 1  地球と生命が一つのシステムとして活動し，時間と共に変遷してきたという新
しい地球-生命観を示す概念図。地球生物学あるいは地球生命科学という新しい学問領域
が開拓されている。 

 


